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▲皆さんの参加をお待ちしています

▲帯刀社長（写真左）から100万円が照山市長に贈られました

　

国
見
町
商
工
会
女
性
部
（
40
名
）
は
、

大
分
県
地
域
活
力
増
進
事
業
の
補
助
金
を

受
け
て
「
若
い
人
達
の
出
逢
い
の
場
の
提

供
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

下
記
の
日
程
で
「
新
春
・
デ
ィ
ナ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
」
を
実
施
し
ま
す
の
で
多
く
の
方

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
17
日
㈰
に
創
立
50
周
年
を
迎
え
る

大
分
航
空
タ
ー
ミ
ナ
ル
株
式
会
社（
帯
刀

将
人
社
長
）
か
ら
国
東
市
に
図
書
購
入
費
と

し
て
１
０
０
万
円
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
24
日
㈮
市
役
所
を
訪
れ
た
帯
刀
社

長
が
「
小
・
中
学
生
の
た
め
の
図
書
購
入

費
に
充
て
て
く
だ
さ
い
。」
と
照
山
俊
一
市

長
に
１
０
０
万
円
を
手
渡
し
ま
し
た
。
照

山
市
長
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
内
の
小
・
中
学
校
で
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し

た
。

新
春
デ
ィ
ナ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー「
ラ
ブ
ラ
ブ
シ
ョ
ー
」参
加
者
募
集

人
生
の
ス
タ
ー
ト
は

　
　
　

ま
ず
出
逢
い
か
ら…

　
　

き
っ
と
す
ば
ら
し
い
人
が

　
　
　
　
　
　
　

い
る
は
ず
で
す

大
分
航
空
タ
ー
ミ
ナ
ル
が

50
周
年
を
記
念
し
て
寄
贈

市
内
４
商
工
会 

平
成
21
年
４
月
の
合
併
に
向
け
基
本
協
定
書
に
調
印

日
時
　

平
成
19
年
１
月
21
日
㈰

　
　
　

午
後
３
時
〜

場
所
　

国
見
町
み
ん
な
ん
か
ん
　

ホ
ー
ル

内
容
　

料
理
研
究
家
の
中
野
伸
哉
さ
ん
（
国

見
町
在
住
）
と
一
緒
に
イ
タ
リ
ア
料
理
を

作
っ
た
り
、
食
べ
な
が
ら
の
交
流
会
（
フ

リ
ー
タ
イ
ム
）
や
ゲ
ー
ム
な
ど

参
加
要
件
　

40
歳
ま
で
の
独
身
の
方

参
加
費
　

一
、
〇
〇
〇
円

募
集
締
切
　

平
成
19
年
１
月
10
日
㈬

申
込
・
問
い
合
わ
せ
　

国
見
町
商
工
会

（
南
・
河
野
）
☎
０
９
７
８
82
０
１
４
７

　

市
内
旧
４
町
の
商
工
会
が
、
平
成
21
年

４
月
の
合
併
に
向
け
て
、
協
議
を
行
な
う

た
め
の
基
本
協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

11
月
27
日
㈪
ア
ス
ト
く
に
さ
き
中
会
議

室
で
行
わ
れ
た
調
印
式
で
は
、
国
東
地
区

商
工
会
合
併
協
議
会
長
の
山
下
信
男
国
東

町
商
工
会
長
が
「
会
員
の
納
得
の
い
く
合

併
と
な
る
よ
う
今
後
協
議
を
重
ね
、
合
併

に
よ
り
、
財
政
基
盤
の
強
化
、
指
導
体
制

の
充
実
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。
立
会

人
の
照
山
俊
一
市
長
、
一
宮
公
人
大
分
県

東
部
振
興
局
長
、
来
賓
の
清
家
孝
大
分
県

商
工
会
連
合
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
４

商
工
会
長
が
商
工
会
合
併
に
関
す
る
基
本

協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
各
商
工
会
の
役
員
ら
で
つ
く

▲立会人の照山市長を中心に固い握手を交わす４商工会長

▲基本協定書に調印する（左から）山下信男国東町商工会長、
　中田博之国見町商工会長、稙田昭利武蔵町商工会長、徳部
　傳造安岐町商工会長

る
国
東
地
区
商
工
会
合
併
協
議
会
で
新
商

工
会
の
名
称
や
組
織
に
つ
い
て
協
議
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。


